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平成 2年 第 8回 小浜市議会定例会が12月11日に招集され、

決算特別委員会に付託されていた平成元年度決算の認定

をはじめ、平成 2年 度小浜市一般会計補正予算(第4号 )

を含む議案27作、陳情 2件 、意見書案 1件 、諮問 1件の

審査採決をして21日に開会 した。
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平
成
２
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
４
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

評
鋤

（
２

静
岐
勢
率

市
南
川
地
返
土
地
区
回
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

平
成
２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

（
平

観
・２
許
液
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

舒
識彬酔誠勢
（浜飾週
報玲合及び小浜
ユー
ス
・ホ
ステル事業

平
成
２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

跡
酸
闘
琳
瑚
珊

の
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部

小
浜
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
職
員
の
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

掛敗姉
礎郷耐
‐こ等篠御華駒卜却
笠鵬趣母陥糠鞠倣御翻卵師静
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
認
定
、

変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

第
３
次
小
浜
市
結
合
計
画
に
つ
い
て

小
浜
線

「鉄
道
部
」
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

「原
爆
被
爆
者
等
援
護
法
」
即
時
制
定
の
促
進

・
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情
書

原
爆
被
爆
者
等
援
護
法
即
時
制
定
に
関
す
る
意
見
書

平
成
２
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
）

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

件

名
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― 市議会だより

意見書可決戻臀 霊
原爆被爆者等援護法即時制定に関する意見書

人類史上最初の原爆の犠牲 となった広島並びに長崎の

被爆者たちは45年を経た今 日、いまなお被爆者のみが体

験する深い悩みに苦 しんでいる。

原爆被爆者は、あの地獄の体験を三度と再び他の人々

に味あわせてはならないという強い願いをこめ、今 日ま

で原爆被爆者援護法の制定を要請 してきた。

本年は被爆45年を迎え、原爆被爆者 も高齢となってい

る今 日、国家補償の援護法制定は一 日も待てない切実な

要求 となっている。

この被爆者の悲願にこたえ、国が原爆被爆者等援護法

をすみやかに制定されるよう要望する。

以上、地方自治法第99条第 2項 の規定により意見書を

提出する。

平成 2年 12月21日

小 浜 市 議 会

置轡晋垂ほかあて

平
成
二
年
第
七
回
臨
時
会

（平
成
二
年
十

一
月
十

九
日
開
会
）
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、

平
成

元
年
度
小
浜
市

一
般
合
計
並
び
に
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

十

一
月
二
十
六
日
か

ら
延
べ
五
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
審
査
を
行
い
、

そ

の
結
果
、

委
員
会
で
は
全
て
の
決
算
を
賛
成
全
員
ま

た
は
多
数
を
も
っ
て
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

十
二
月
十

一
日
に
招
集
さ
れ
た
第
八
回
定
例
会
最

終

日

の
本

会

議

（
十

二
月

二
十

一
日

開
会

）

に
お

い

て
、

決

算

特

別

委

員

会

委

員

長

（辻

長

二
郎

）

よ

り

、

そ

の
経

過

と

結

果

に

つ

い

て

の
報

告

が

あ

り

、
採

決

の
結

果

、
委

員

長

の
報

告

の
と

お

り

、
全

て

の
決

算

を

認

定

す

る

こ
と

に
決

し
た

。

な

お

今

回

か

ら

、
審

査

が

新

年

度

の
予

算

編

成

時

期

ま
で

に
終

了
て

き

る

こ
と

に
な

っ
た

た

め

、
審

査

に

お

け

る
意

見

等

が

、

そ
れ

ら

予

算

の
編

成

に
生

か

さ

れ

る

こ
と

と

な

っ
た

。

ヌ 語

決
算
特
別
委
員
会

日

1 3 日

1 4 日

1 7 日

2 0 日

21日

,会

議

1雪 轡昏岳ま

屠言

上程

|

本会議 (一般質問)

総務・建設・産業経済・教育民生

各常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

全 員 協 議 会

本会議 「決算特別委員長報告、

質疑、討論、採決

各常任委員長報告、

質疑、討論、採決

意見書案 追加議案

諮問 各上程、質疑、

採決

認
定
３

認
定
４

認
定
５

認
定
６

認
定
７

認
定
８

劫
輩
足
９

認
定
１０

認
定
１１

認
定
１２

議
案
陀

平
成
元
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
筒
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
本
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
元
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

件

名



市議会だより

一 問
卜一，′`

十
二
月
定
例
会
の

一
般
質
問
は
十
三
日
に
行
な
わ
れ
、

松

尾

・
坂
下

・
森
下

・
小
川
の
四
議
員
が
市
政
各
般
に
渡
り

市
当
局
の
姿
勢
を
問
い
た
だ
し
た
。

〔質
問
と
答
弁
の
主
な
要
旨
は
次
の
と
お
り
〕

答

弁

問

こ
の
計
画

は
、

こ
れ
か
ら
先
西

暦

二
千
年

ま
で
十
年
間

の
小
浜
市

の
進
む

べ
き
方
向
を
定

め

る
真

に

重
要
な
計
画
で

あ

る
。

策
定

に
あ

た

っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方

と

、

辻

カ
ラ
ー
を
ど

の
よ
う
な
形
で
盛

り
込
ま
れ
た

の
か
尋

ね

る
。

次

に
、

市
長
が
就

任
さ
れ
た
と

き
に
、

約
束
で

き

る
市
政
を
と
訴

え
ら
れ

、
財
政
状
態

、

つ
ま

り
財

布

の
中
味
を
確

か
め

て
か
ら
具
体

的
な
施
策
を
考

え
た

い
と
言

っ
て

お
ら
れ

る
が
、

今

回

こ
こ
に
提
案

さ
れ
た
結
合
計
画

の
財
源
的

な
裏

付

け
は
。

ま
た

、
計
画
を
策
定

す

る
に
あ
た

っ
て
、

市

民
参
加

の
推

進

と

い
う

こ
と
で

、
住

民
提

言

の

募
集

、

ア
ン
ケ
ー

ト
、

地
区

別
懇

談
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が

、

ど

の
く
ら

い
の
市
民

の
声

や
意

見

が
反
映

さ
れ
た

の
か
。

総
合

開
発

審
議
会

も
何

回
か

に
わ
た

り
開
催

さ
れ

て

い
る
が
、

原
案

に
対

し

て

ど
れ
く
ら

い
の
修
正
が
さ
れ
た

の

か
を
尋

ね

る
。

第

二
次
小
浜
市
総
合
計
画
で

は

都
市
づ

く
り

の
理
念

と

し

て

「
二

十

一
世
紀

へ
さ
わ
や
か
に
躍
動

す

る
都
市
わ
か
さ

・
お
ぼ
ま
」
を
掲

げ

、
四

つ
の
都
市
像

を
目
標

に
市

民

の
皆
様

と
と
も
に
積
極
的

な
ま

ち
づ

く
り
を
進

め

て
ま

い
り
た

い

と
考

え

て

い
る
。

四

つ
の
都
市
像

と
は
、

①

「
若
者
が
歓
ぴ
と
希

望

を
胸

に
定
着
す

る
都
市
」
②

「
長

寿
伝
説

に
彩
ら
れ
た
健
康
福
祉
都

市
」
③

「
海

に
抱

か
れ
た
歴
史
文

化
観
光
都
市
」
④

「
日
本
海

に
開

か
れ
た
海
洋
学
術
研
究
都
市
」
と

し
、

こ
の
目
標
を
達

成
す

る
た
め

に
四

つ
の
ま
ち
づ

く

り

の
テ
ー

マ

を
設

け
さ
せ

て
い
た
だ

い
た

。
す

な
わ
ち
、

①

「
快
適
で
住

み
よ

い

社
会
基
盤

の
形
成
」
②

「
健
康
て

生

き
が

い
に
満
ち
た
福
祉
社
会

の

実
現
」
③

「
活
力

あ

る
産
業

の
育

成
と
観
光

・
リ
ゾ

ー

ト

の
振
興
」

④

「
明

日
を
担

う
人

材

の
育
成
」

の
四

つ
て

あ

り
、

ま
ず

「
快
適
て

住

み
よ

い
社
会
基
盤

の
形
成
」

の

た
め

の
主
要
。フ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と

し

て
、

近
畿
自
動
車
道

の
建
設
促
進

を

は
じ
め
と
す

る
、

道
路

、
鉄
道

な
ど

の
広
域
交
通
網

の
整
備

と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
の
整
備
、

公
共
下
水
道
の
整

備
促
進
、

可
燃
物
ご
み
焼
却
場
の

建
設
、

市
営
住
宅
の
建
設
等
を
推

進
し
て
、

快
適
て
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
る
。

ま
た
、

都
市
再
開
発
の
促

進
と
駐
車
場
の
整
備
、

若
狭
総
合

公
園
の
整
備
促
進
、

都
市
景
観
や

街
並
み
の
保
存
、
自
然
環
境
の
活

用
な
ど
を
図
り
、

ゆ
と
り
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、

道

路
環
境
の
整
備
、

環
境
保
全
の
啓

発
、

防
災
対
策
の
充
実
、

防
犯
環

境
の
整
備
を
図
り
、

安
全
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考

え
る
。

次
に

「健
康
で
生
き
が
い

に
満
ち
た
福
祉
社
会
の
実
現
」
て

あ
る
が
、健

康
宣
言
大
会
の
開
催
、

健
康
デ
ー
タ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の

確
立
な
ど
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

公
立
小
浜
病
院
な
ど
の
医
療
体
制

の
整
備
、

観
海
寮
等
の
整
備
、

老

人
福
祉
活
動
施
設
の
整
備
を
図
り
、

健
康
で
思
い
や
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

考
え
る
。

ま
た
、

婦
人
青
年
会
館

の
建
設
、

企
業
誘
致
の
推
進
、

女

性
の
職
場
進
出
へ
の
対
応
等
を
図

り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
働
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い
た
い

と
考
え
る
。

「活
力
あ
る
産
業
の

育
成
と
観
光
。リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
」

で
は
、

大
規
模
低
コ
ス
ト
農
業
の

確
立
、

若
狭
農
業
公
園
の
建
設
、

良
質
材
生
産
の
推
進
、

広
域
基
幹

林
道
の
建
設
、

そ
し
て
つ
く
り
育

て
る
漁
業
の
推
進
と
い
っ
た
農
林

水
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、

白
髪

地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど
に

よ
る
中
心
商
業
地
域
の
整
備
、

企

業
団
地
の
造
成
、

地
場
産
会
館
の

建
設
、

伝
統
工
芸
産
業
の
育
成
等

を
推
進
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た

ふ
れ
あ
い
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、

観
光

・
リ
ツ
ー
ト
の
分
野

で
は
、

若
狭
小
浜
二
十
一
観
光
ピ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
整

備
を
進
め
、

個
性
あ
ふ
れ
る
観
光

・
リ
ゾ
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
考
え
る
。

「明
日
を
担

う
人
材
の
育
成
」
で
は
、

小
浜
小

学
校
等
の
学
校
施
設
の
整
備
、

県

立
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
学
術
研

究
機
能
の
向
上
、

生
涯
学
習
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

家
庭
教
育

大
学
の
推
進
等
を
図
り
、

心
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
文
化

財
の
保
存
と
活
用
、

ま
ち
の
特
性

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

結
合
運
動
場
の
建
設
、

保
養

・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
の
整
備

を
図
り
、

伝
統
文
化
と
現
代
文
化

の
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
考
え
る
。

ま
た
第
二
次
総

合
計
画
の
推
進
の
た
め
、

行
財
政

の
合
理
化

・
減
量
化
、

若
狭
生
活

文
化
園
の
確
立
な
ど
広
域
行
政
の

推
進
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、

情
報
公
開
制
度
の
確
立
な

ど
市
民
参
加
に
よ
る
行
政
を
推
進

す

る
と
共

に
、

民
間
活
力

の
積
極

的
な
導

入
を
も
図

っ
て
ま

い
ら
な

け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

で

、

こ

れ
ら

の
主
要
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
推

進
方
策

に

つ
い
て
で
あ

る
が
、

第

二
次
小
浜
市
総
合
計
画

の
日
標

の

達
成
を
図

る
た
め
に
は
、

市
民

の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
て

あ

る
こ

と
を
認
識

し
、

広

く
市
民

の
皆
様

に
本
計
画
内
容

の
周
知
徹
底
を
図

っ
て
ま

い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
各
種
行
政
懇
談
会

の
場

等

に
お

い
て
、

こ
れ
ら
を

ご
説
明

中

し
上
げ

る
と
と
も
に
、

ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版

の
全
戸
配
布
を
行

い
、

所
期

の
目
的
達
成

の
た
め
全
力
で

取

り
組

み
た

い
と
考

え

て
い
る
。

ま
た
、

主
要
。フ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実

現
す

る
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政

が

一
体
と
な

っ
た
推
進
が
必
要
不

可
欠
で

あ
り
、

こ
の
た
め

に
は
最

も
大
切
な

こ
と
と
し

て
、

行
政

ヘ

の
市
民
参
加

の
充
実
を
図

り
、

市

民

の
皆
様
方

の
意
向
が
行
政
各
般

に
わ
た

り
充
分
反
映

の
で

き

る
よ

う
機
会

の
提
供

や
体
制

の
整
備

に

努

め

る
と
と
も
に
、

情
報
公
開
制

度

の
確
立

、
情
報
提
供

の
充
実

に

努

め
た

い
と
考

え

て
い
る
。

ま
た
、

計
画
的
な
行
政
施
策

の
実
現
を
図

る
た
め
、

毎
年
度
三
年

ロ
ー
リ

ン

グ
方

式
に
よ
る
振
興
実
施
計
画
を

た

て
、

計
画

の
実
行
性
を
図

り
た

い
と
考
え

て
い
る
。

次

に
市
民

の
声

の
反
映

に

つ
い

て
で
あ

る
が
、

第
二
次
小
浜
市
総

合
計
画
策
定

に
当
た

り
市
民
参
加


